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雨
が
多
い
季
節
に
な
り
ま

雨
が
多
い
季
節
に
な
り
ま
しし

た
。
近
年
、
台
風
に
よ
る
大
雨

た
。
近
年
、
台
風
に
よ
る
大
雨
やや

集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
る
河
川

集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
る
河
川
のの

氾
濫
や
土
砂
災
害
な
ど
に
よ

氾
濫
や
土
砂
災
害
な
ど
に
よ
りり

全
国
各
地
で
甚
大
な
被
害
が

全
国
各
地
で
甚
大
な
被
害
が
発発

生
し
て
い
ま
す

生
し
て
い
ま
す
。。

茨
城
県
、
栃
木
県
、
宮
城
県

　
茨
城
県
、
栃
木
県
、
宮
城
県
でで

は
、
平
成

年
９
月
の
関
東
・

は
、
平
成
　
年
９
月
の
関
東
・
東東

２７２７

北
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
河
川
堤

北
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
河
川
堤
防防

が
決
壊
し
、
甚
大
な
被
害
が
発

が
決
壊
し
、
甚
大
な
被
害
が
発
生生

し
ま
し
た

し
ま
し
た
。。

本
市
に
お
い
て
も
、
昨
年
７

　
本
市
に
お
い
て
も
、
昨
年
７
月月

の
台
風

号
に
よ
り
、
道
路
へ

の
台
風
　
号
に
よ
り
、
道
路
へ
のの

1111

倒
木
や
土
砂
崩
れ
、
断
水
、
住

倒
木
や
土
砂
崩
れ
、
断
水
、
住
家家

の
床
下
浸
水
な
ど
の
被
害
を

の
床
下
浸
水
な
ど
の
被
害
を
受受

け
ま
し
た

け
ま
し
た
。。

自
然
災
害
は
、
い
つ
お
そ
っ

　
自
然
災
害
は
、
い
つ
お
そ
っ
てて

く
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
い

く
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
い
ざざ

と
い
う
時
に
備
え
、
普
段
か
ら

と
い
う
時
に
備
え
、
普
段
か
ら
家家

族
や
地
域
で
防
災
に
つ
い
て

族
や
地
域
で
防
災
に
つ
い
て
話話

し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ

し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
うう
。。

集
中
豪
雨
か

集
中
豪
雨
か
らら

大
切
な

大
切
な
「「
命
」
命
」
を
守
る
た
め

を
守
る
た
め
にに

▼
日
頃
か
ら
、
排
水
口
や
雨
ど

い
の
中
に
溜
ま
っ
て
い
る
ド

ロ
や
ご
み
を
取
り
除
い
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

▼
住
ん
で
い
る
場
所
が
河
川
は

ん
濫
の
浸
水
想
定
区
域
に
含

ま
れ
る
か
ど
う
か
を
、
洪
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ
り
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

▼
暴
風
が
予
測
さ
れ
る
場
合
、

物
干
し
や
植
木
鉢
な
ど
が
風

で
倒
れ
た
り
飛
ば
さ
れ
な
い

よ
う
に
事
前
に
固
定
し
た
り
、

安
全
な
場
所
に
移
動
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

▼
大
雨
に
よ
る
浸
水
に
備
え
、

土
の
う
対
策
な
ど
の
準
備
を

し
ま
し
ょ
う
。

砂
災
害
警
戒
情
報
」
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

大
雨
・
暴
風
に
備
え
て

平成２７年９月の関東・東北集中豪雨の被害状況（茨城県常総市平成２７年９月の関東・東北集中豪雨の被害状況（茨城県常総市））

▼
住
ん
で
い
る
場
所
が
「
土
砂

災
害
危
険
箇
所
、
警
戒
区

域
」
な
ど
に
含
ま
れ
る
か
ど

う
か
を
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
な
ど
に
よ
り
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

▼
土
砂
災
害
の
前
兆
現
象
を
認

識
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

土
砂
災
害
警
戒
情
報
と
は

　
大
雨
で
土
砂
災
害
発
生
の
お

そ
れ
が
高
く
な
っ
た
場
合
、
県

と
和
歌
山
地
方
気
象
台
が
共
同

で
発
表
す
る
重
要
な
情
報
で
す
。

長
雨
や
集
中
豪
雨
時
に
は
テ
レ

ビ
、
ラ
ジ
オ
、
防
災
行
政
無
線

の
放
送
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
土
砂
災
害
に
は
、「
が
け
崩

れ
」「
地
す
べ
り
」「
土
石
流
」

の
３
種
類
が
あ
り
、
下
表
の

よ
う
な
前
兆
現
象
が
現
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
雨
が
降
り
出
し
た
ら
、「
土

　集中豪雨などによる
住宅への浸水に備えて、
事前に対策を行う人に、
土のうの無料貸し出し
を行っています。

問
 危
機
管
理
課
（
☎
４
８
３
 - ８
４
０
６
）

問 建設課（☎４８３‐８４８５）

土
砂
災
害
に
備
え
て

土 のう貸し出し制度

前兆現象（例）土砂災害の種類

・がけに割れ目が見える
・がけから水が噴き出す

がけ崩れ
雨などの影響で、斜面が急に崩れ落ちる

・山鳴りが聞こえる
・急に川が濁り、流木が混ざりだす

土石流
細い川から、大量の土砂が水とともに流
れ出し、建物や道路を押し流す

・細い川や井戸の水が濁る
・斜面や地面にひび割れができる

地すべり
地下水などの影響で、広い範囲にわたっ
て斜面がゆっくりすべり落ちる

※
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表

さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
土
砂

災
害
の
前
兆
に
気
付
い
た
時

は
、
直
ち
に
避
難
し
て
く
だ

さ
い
。

土砂災害「がけ崩れ」の状土砂災害「がけ崩れ」の状況況

広報かいなん ● 2016‐63

①電話放送案内サービス

避難時の心避難時の心得得

❶浸水や土砂災害のおそれがある場合は、早め

に安全な場所に避難しましょう。

❷低地帯、増水した川、がけなど、危険な場所に

は近づかないようにしましょう。

❸少しでも危険のある場所は避けて避難しま

しょう。道路が冠水している場合、１０cm程度

（くるぶしまで浸水）でも、大きな木などが流

れてきたり、側溝や水路の位置がわからなく

なったりするおそれがあります。また、がけ

の近くでは、最初は小石程度の落石でも、突然

大きながけ崩れが起きるおそれもあります。

❹夜間で視界が悪い場合や自宅の周辺がすでに

浸水している場合など、屋外へ出るとかえって

危険な時は、建物の２階やがけと反対側の部屋

など少しでも安全な場所へ避難しましょう。

　「避難準備情報」とは、洪水や土砂災害などによ

り、避難が必要になると予想されるとき、速やか

に避難できるように準備を促すものです。

▼避難に時間がかかる人（要配慮者など）は、避難

を開始してください。

▼その他の人は、家族との連絡や非常持ち出し品

の用意等、避難の準備を開始してください。

避難準備情報

　「避難勧告」とは、避難を開始しなければなら

ない段階で、人的被害が発生する可能性が高

まっている状況です。

▼避難所などへの避難を開始してください。

▼避難を行うことにより人の生命または身体に

危険が及ぶ場合には、屋内で待避するなど、身

の安全を確保してください。

避難勧告

防災行政無線放防災行政無線放送送

　大雨・洪水警報発表時や、土砂災害警戒情報が発表された場合、防災行政無線で

サイレン音を鳴らします。テレビやラジオなどの気象情報にも十分注意しましょう。

（サイレン音１５秒）

こちらは防災海南市です。当地域に大雨・洪水・暴風

警報が発表されました。今後も気象情報に注意してく

ださい。

放送内容
大雨・洪水・暴風警報

（サイレン音１５秒）

こちらは防災海南市です。土砂災害警戒情報が発表さ

れました。注意してください。

土砂災害警戒情報

☎４８２‐０７０７
※放送後１時間程度の間、利用可能です。

※通話料は、利用者負担となります。

もしもの時に備えもしもの時に備えてて

家族で話し合うポイン家族で話し合うポイントト

❶非常持ち出し品や備蓄品を確認しましょう。

また、飲料・食品の賞味期限、電池の使用期限

などもチェックしましょう。

❷避難所を確認しましょう。

❸自宅付近や地域の危険な箇所

を確認しましょう。

❹安全な避難ルートを確認しておきましょう。

最短距離よりも、安全な道が第一です。

❺子どもがいる家庭では、留守番をしていると

きや友達と遊んでいるときに災害が起きたら

どうすればよいか、子どもと一緒に話し合い

ましょう。

②メール配信サービス

　下記①、②のサービスにより防災行政無線の

放送内容を確認することができます。

登録アドレス

死kainan@emp.ikkr.jp
　※登録は無料ですが、登録やメール受信　

　　にかかる通信料は利用者負担となります。

放送内容が聞こえにくい場合は…
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《
藍
綬
褒
章
》　
更
生
保
護
功
績

　
　
　
　
　
　

 竹
井
 　
 雀
雄
  さ
ん

た
け
い
 

さ
く
お

　
　
　
　
　
　
　（
　
歳
　
日
方
）

７６

　
平
成
２
年
に
法
務
省
か
ら
保
護

司
に
委
嘱
さ
れ
、　

年
に
わ
た
り

２６

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
常
に
相
手

と
対
等
に
話
を
す
る
こ
と
を
心
掛

け
て
、
懸
命
に
対
象
者
の
更
生
に

努
め
て
き
ま
し
た
。

　
受
章
に
対
し
て
「
皆
さ
ん
の
お

か
げ
で
あ
り
、
素
直
に
市
民
の
方

と
交
流
し
て
き
た
結
果
だ
と
思

う
」
と
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ど
ん
な
と
き
も
、
相
手
を
信
頼

し
て
活
動
さ
れ
て
き
た
竹
井
さ
ん
。

「
こ
れ
ま
で
い
ろ
ん
な
こ
と
が

あ
っ
た
け
れ
ど
、
常
に
市
民
の
安

全
・
安
心
を
考
え
て
活
動
し
て
き

た
。
対
象
者
が
犯
罪
か
ら
立
ち
直

り
、
家
族
と
過
ご
し
て
い
る
姿
を

見
た
時
は
、
最
高
に
嬉
し
い
」
と
、

保
護
司
と
し
て
の
や
り
が
い
を
語

ら
れ
ま
し
た
。　

　
昭
和
　
年
か
ら
現
在
ま
で
海
南

５７

市
テ
ニ
ス
協
会
会
長
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
柳
川
さ

ん
が
開
催
す
る
テ
ニ
ス
大
会
Ｙ
‐

Ｃ
Ｕ
Ｐ
の
ジ
ュ
ニ
ア
大
会
も
今
年

で
　
回
目
で
、
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展

２５
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
受
章
に
「
好
き
な
こ
と

を
し
て
、
章
を
い
た
だ
け
て
あ
り

が
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
一

番
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、

「
先
の
昭
和
　
年
和
歌
山
国
体
の

４６

成
功
と
ウ
イ
ン
ブ
ル
ド
ン
を
生
で
見

ら
れ
た
こ
と
」
と
、
素
敵
な
思
い

出
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
テ
ニ
ス
を
始
め
て
、
約
　
年
の

８０

柳
川
さ
ん
。
現
在
も
テ
ニ
ス
を
続

け
て
お
り
、
こ
の
秋
に
は
同
じ
年

の
友
人
と
、
大
会
に
出
場
さ
れ
る

そ
う
で
す
。

《
旭
日
双
光
章
》　
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　
　
　
　
　
　
　
功
労

 柳
川
   和
一
郎
  さ
ん
　
    

や
な
が
わ
 
わ
い
ち
ろ
う

                    　（
　
歳
　
黒
江
）

９０

春の叙勲 各界の功労者に贈られる叙勲の受章者が発表され、全国で４,０２５人、和歌山県内で４９人が
受章されました。その中で市内からは３人が受章されましたので、ご紹介します。

　
海
南
市
議
会
議
員
と
し
て
　
年
２３

間
、
海
南
市
の
発
展
に
力
を
注
い

で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　「
こ
れ
ま
で
、
ま
ち
を
よ
く
す

る
た
め
に
、
多
く
の
こ
と
を
や
っ

て
き
た
。
そ
の
活
動
を
支
え
て
も

ら
っ
た
皆
さ
ん
と
共
に
い
た
だ
い

た
章
な
の
で
、
非
常
に
光
栄
に

思
っ
て
い
る
。
人
と
の
つ
な
が
り

は
、
議
員
活
動
で
得
た
貴
重
な
財

産
で
あ
る
」
と
受
章
の
感
想
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
在
籍
中
は
、
数

多
く
の
事
業
に
情
熱
を
燃
や
し
た

米
田
さ
ん
。

　「
今
も
ま
ち
を
よ
く
し
た
い
と

常
に
思
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
健

康
の
続
く
限
り
、
微
力
な
が
ら
地

域
の
た
め
に
、
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」
と
地
域
に
対
す
る
熱
い
気
持

ち
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

《
旭
日
双
光
章
》　
地
方
自
治
功
労

　
　
　
　
　
　

 米
田
 　
 光
治
  さ
ん

よ
ね
だ
 

こ
う
じ

　
　
　
　
　
　
　（
　
歳
　
原
野
）

７６

　
昭
和
　
年
に
消
防
団
に
入
団
し
、

４４

平
成
　
年
に
海
南
市
消
防
団
長
に

１９

任
命
さ
れ
、
平
成
　
年
８
月
の
退

２３

団
ま
で
、
消
防
活
動
の
支
援
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

　
火
災
が
あ
れ
ば
、
現
場
に
駆
け

つ
け
、
消
防
職
員
の
後
方
支
援
を

し
、
時
に
は
消
火
の
協
力
を
す
る

こ
と
も
あ
っ
た
宮
﨑
さ
ん
。

　「
地
域
の
人
か
ら
感
謝
さ
れ
、

と
て
も
や
り
が
い
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
消
防
の
ポ
ン
プ
操
法
大
会
に

２
回
も
出
場
さ
せ
て
も
ら
え
た
こ

と
が
思
い
出
。
理
解
の
あ
る
家
族

に
は
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
る
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
現
在
も
、
自
治
会
活
動
や
中
学

校
の
ク
ラ
ブ
の
見
回
り
、
花
の
苗

植
え
な
ど
、
地
域
の
活
動
に
貢
献

さ
れ
て
い
ま
す
。

《
瑞
宝
双
光
章
》

　
　
　
　
　
　

 宮
﨑
 　
 雅
夫
  さ
ん

み
や
ざ
き
 

ま
さ
お

　
　
　
　
　
　
　（
　
歳
　
藤
白
）

６９

受章おめでとうございま受章おめでとうございますす
平成２８年春の叙勲・褒章　第２６回危険業務従事者叙勲　

消
防
功
労

春の褒章 公衆の利益、公共の事業で事績著明な人に贈られる褒章の受章者が発表され、和歌山県内
から９人が受章されました。市内からは１人が受章されましたので、ご紹介します。

広報かいなん ● 2016‐65

　海南市、紀美野町の１０中学校の代表生徒１０人

による「少年メッセージ海草地方大会」を下記

のとおり開催します。

　発表後のアトラ

クションとして、

海南市立東海南中

学校吹奏楽部の皆

さんによる演奏も

お楽しみいただけ

ます。

少年メッセージ２０１６
　　　　　海草地方大会

日時　６月１８日㈯　１４時～１６時３０分

※生徒による発表は、１４時３０分頃から開始予定

場所　市民交流センター

主催　海草地方青少年育成推進員等連絡協議会

　　　海草地方子ども会連絡会

立地適正化計画策定に係る
意見交換会への参加者募集

　市では、高齢化や人口減少が進んだ将来にお

いても、都市機能等がまとまって立地する拠点

を維持し、暮らしやすいコンパクトなまちづく

りを目指すため、立地適正化計画を策定します。

　将来のまちづくりについて、市民の皆さまと

共に考え、計画策定を進めるため、意見交換会

を開催しますので、参加者を募集します。

募集人数　１５人程度

応募期間　６月１日㈬～６月１７日㈮１７時１５分

※募集資格、募集方法、開催予定などの詳細は、

　市ホームページをご覧いただくか、上記まで

　お問い合わせください。

※立地適正化計画の詳細については、国土交通

省ホームページをご覧ください。

　
昭
和
　
年
　
月
１
日
和
歌
山
県

３９

１０

巡
査
を
拝
命
、
以
来
平
成
　
年
３

１６

月
に
退
職
す
る
ま
で
　
年
余
の
長

３９

き
に
わ
た
り
、
警
察
職
務
を
精
励

し
ま
し
た
。
公
共
の
安
全
と
治
安

の
維
持
に
ご
尽
力
さ
れ
、
特
に
鑑

識
の
部
門
に
お
い
て
ご
活
躍
さ
れ

ま
し
た
。

　
鑑
識
課
で
　
年
以
上
指
紋
の
鑑

２５

定
業
務
に
従
事
し
た
大
 
さ
ん
。

「
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
事
件
を

処
理
し
て
き
た
が
、
現
場
の
指
紋

か
ら
犯
人
検
挙
に
つ
な
が
っ
た
時

に
は
大
き
な
や
り
が
い
を
感
じ

た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
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５
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前
に
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れ

た
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、
家
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支
え
の
お
か

げ
で
仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
、

今
回
の
受
章
に
つ
な
が
っ
た
と
、

感
謝
の
想
い
を
語
ら
れ
ま
し
た
。
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光
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警
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功
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ま
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海
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市
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防
本
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で
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に
ご
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力
さ
れ
、
そ
の
後
も
２
年

間
、
消
防
防
災
専
門
員
と
し
て
、

消
防
業
務
を
支
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
火
災
等
の
災
害
時
に
は
、

危
険
な
現
場
の
第
一
線
で
市
民
を

救
助
し
、
活
躍
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　「
常
に
的
確
で
素
早
い
判
断
が

必
要
と
さ
れ
、
被
害
を
軽
減
す
る

こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い

た
」
と
若
い
頃
か
ら
体
力
に
自
信

が
あ
る
と
い
う
裏
田
さ
ん
。
「
永

年
勤
続
で
き
た
の
は
、
先
輩
方
の

指
導
、
部
下
の
支
え
、
家
族
の
協

力
の
お
か
げ
だ
っ
た
」
と
感
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の

気
持
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で
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い
で
し
た
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退
職
後
も
、
家
庭
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で
た
く

さ
ん
の
野
菜
を
作
り
、
日
々
身
体

を
動
か
さ
れ
て
い
ま
す
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光
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》　
消
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孝
  さ
ん

う
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た
 

か
ず
ゆ
き

　
　
　
　
　
　
　（
　
歳
　
重
根
）

６８

危険業務従事者叙勲
著しく危険性の高い業務に精励した人に対して贈られる叙勲
の受章者が発表され、和歌山県内から２９名が受章されました。
市内からは２人が受章されましたので、ご紹介します。

問 海草振興局地域振興部総務県民課
 （ ☎４４１‐３３５３）

問 都市整備課（ ☎４８３‐８４８０）

国土交通省  立地適正化計画 検索

お
お
や
ぶ
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for Kainan Life

　賃金引上げの恩恵が及びにくい低年金受給者の支援と、高齢者世帯の年金を含めた所得全体の底上げ

を図るため、「年金生活者等支援臨時福祉給付金（高齢者向け）」を支給します。

　なお、消費税率８％への引き上げに伴う低所得者への影響を緩和するために実施している臨時福祉給付

金および年金生活者等支援臨時福祉給付金（障害・遺族基礎年金受給者向け）の受付時期については、９月

上旬以降を予定しますが、詳細が決まり次第、広報紙などでお知らせします。

申請はもうお済みですか？
年金生活者等支援臨時福祉給付金（高齢者向け）の申請受付中

時　間日　程窓口開設場所

８時30分

～

17時15分

７月１９日㈫まで
（土日祝除く）

海南保健福祉センター
１階特設窓口
下津行政局
野上支所
巽・亀川出張所

対象者　平成２７年１月１日現在で本市に住民

登録があり、平成２７年度の市民税（均等割）が

非課税の人で、市民税が課税されている人の

被扶養者や生活保護の被保護者でない人のう

ち、平成２８年度に６５歳以上となる人

※支給対象となる可能性のある人には、すでに

申請書を送付しています。また、次の場所で

も配布しています。

支給額　１人につき３０,０００円

申請書配置場所　市役所、下津行政局、野上支

所、巽・亀川出張所

申請方法　申請書に所定の事項をご記入の上、 問 臨時時福祉給付金担当（☎４８３‐８６２７）

必要書類を添えて、同封の返信用封筒に入れて

郵送、または下記窓口まで持参してください。

必要書類　①申請書　②振込希望口座の通帳また

はキャッシュカードの写し　③本人確認書類の

写し

申請期間　７月１９日㈫まで（当日消印有効）

　地域包括支援センターでは、介護に関する相

談事や心配事、悩み以外に健康や福祉、医療や生

活に関することなど、高齢者に関するさまざま

な相談を受け付けています。

　どこに相談してよいかわからない心配事や悩

みについては、まず地域包括支援センターにご

高齢者の総合相談窓口
～介護・福祉・医療などの相談を受付～

連絡ください。

　相談を受けた地域包括支援センターは、適切

な機関等につなぎ、支援していきます。

　また、お近くの身近な相談窓口（ブランチ）と

して下表の事業所も利用できます。

所在地・電話番号名称担当地域
船尾２６４番地２（☎４８３‐３０００）医療法人  恵友会黒江・船尾
築地１番地５０（☎４８３‐１０００）医療法人  同仁会（カルフール・ド・ルポ）日方・内海
名高１７８番地１（☎４８３‐３３８３）医療法人  辻秀輝整形外科大野・巽
七山９６４番地１（☎４８６‐０６６２）社会福祉法人  中庸会（天美苑）亀川・北野上・中野上・南野上

下津町丸田１１１１番地１　（☎４９２‐５８００）社会福祉法人  平成福祉会（かぐのみ苑）東・新田・西・鰈川・加茂郷・丸田・戸
坂・黒田・丁・方北・方南・女良・大崎

下津町小南１２５番地（☎４９２‐５６６５）医療法人  恵友会（下津）小畑・上・小原・塩津・加茂・仁義

問 地域包括支援センター
（海南保健福祉センター 高齢介護課内）
（☎４８３‐８７６２　思４８３‐８７６９）

広報かいなん ● 2016‐67

日時　６月２５日㈯１３時３０分開演（１３時開場）　
場所　市民交流センター　ふれあいホール

内容　講演会　　定員　５００人（先着順）

※事前申し込みが必要です。電話でお申込みください。

その他　入場無料。手話通訳・要約筆記、一時保育あり。

※一時保育（１歳～小学２年生）は６月１５日㈬までにお申し込

みください。

『意識をカイカク。男女でサンカク。社会をヘンカク。『意識をカイカク。男女でサンカク。社会をヘンカク。』』

６月２３日～２９日は男女共同参画週間です

～平成２８年度「男女共同参画週間」キャッチフレーズ～平成２８年度「男女共同参画週間」キャッチフレーズ～～

　男性と女性が、職場で、学校で、地域で、家庭で、それぞれの個性と能力が

発揮できる男女共同参画社会の実現に向けて「男女共同参画社会基本法」の公

布・施行日である平成１１年６月２３日を踏まえ、毎年６月２３日～２９日の１週

間を「男女共同参画週間」として、本市ではさまざまな取り組みを実施してい

ます。私たちの周りの男女共同参画について、この機会に考えてみませんか？

　本市では、男女共同参画の啓発事業として、「かいなん 男 と 女 のつどい」の開催や、「 男 と 女 の標語コ
ひと ひと ひと ひと

ンテスト」の作品募集（広報かいなん７月号に掲載予定）を行います。

男女共同参画週間とは・・・

期間　６月２７日㈪～７月３日㈰

時間　期間中の８時３０分～１９時（土日　１０時～１７時）

かいなん  男 と 女 のつどい
ひと ひと

女もいきいき　男もいきいき　～講談で語る男女共同参画社会～

人権イメージキャラクター

人ＫＥＮあゆみちゃん

人ＫＥＮまもる君

【講師プロフィール】
女性の地位向上を啓発する社会派講談を得意とする女性真打講
談師。昭和４３年田辺一鶴にスカウトされ、昭和４４年に五代目宝
井馬琴に入門。昭和５０年講談界では初めての女性真打に昇格し、
話題を呼ぶ。平成７年度東京女性財団賞、平成１４年秋田県横手
市文化功労者賞を受賞。

申・問 市民交流課人権推進係（☎４８３‐８４３９　思４８２‐００９９　死siminkoryu@city.kainan.lg.jp）

講講師師　講談講談師師　宝井 宝井  
たからたからいい

琴桜 琴桜 さんさん
きんおきんおうう

全国一斉「子どもの人権１１０番」強化週間

☎０１２０‐００７‐１１０（全国共通・無料）

相談内容　いじめや虐待などの子どもに関する人権なんでも相談

※相談は無料で、秘密は厳守されます。

　法務局職員、または人権擁護委員が相談に応じますので、お気軽にご相談ください。

問 和歌山地方法務局人権擁護課　和歌山県人権擁護委員連合会（☎４２２ ‐ ５１３１）
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問 市民課（☎４８３ ‐ ８４５０）

場　所時　間受け取りできる日

市民課（市役所１階）９時～１２時でご予約された時間第３土曜日の次の日曜日を除く日曜日

マイナンバーカード交付に関する
臨時日曜窓口が予約制になりました

マイナンバーカードの受け取りには、「本人」が来庁する必要があります

その際、本人確認のために以下の書類が必要です

①本人確認書類　官公署が発行した顔写真付き証明書１点（運転免許証等）

　（お持ちでない人は、顔写真なしの証明書２点（健康保険証、年金手帳等））

②交付通知書（案内はがき）　交付場所などをお知らせするために送付しています

③通知カード　マイナンバーカードと引き換えになります

④住民基本台帳カード（お持ちの人のみ）

※カードを受け取る際に、２種類の暗証番号（数字４桁、英数字６文字以上１６文字以下）

が必要となりますので、あらかじめ決めておいてください。

　平日にマイナンバーカードを受け取れない人は、事前の電話予約が必要です。

臨時日曜窓口の
ご活用を！

医療費をご確認ください
～国民健康保険の医療費は、皆さまの保険税等で賄われています～

　海南市国民健康保険に加入されている世帯の世帯主の人に、世帯全員の医療費の状況が記載された医療

費のお知らせを年６回送付しています。このお知らせは、加入者の皆さまに医療費の実情、健康に対する認

識を深めていただき、また医療機関への受診日数等に誤りがないかをご確認いただくために実施しています。

①このお知らせは、受診

された医療機関からの

請求に基づいて作成し

ています。同じ月に受

診しても医療機関から

の請求が遅れた場合、通知書は別の時期にな

ることがあります。

②日数欄は通院日数以外に電話等で医師に治療

上の意見を求めたり、指示を受けた場合も含

まれています。

問 保険年金課国保事業係
 （☎４８３‐８４０４）

③医療費の総額とは、自己負担分として支払っ

た額と、海南市国保から医療機関等へ支払わ

れた額等の合計額です。ただし、保険給付外

の費用は含まれていません。

④再度の審査等により、医療費の総額が変わる

ことがあります。

予約方法　平日の８時３０分～１７時１５分の間に、必ず事前の

電話予約を市民課までお願いします。

※ご予約多数の場合、ご希望に添えないことがあります。

※交付通知書（案内はがき）に記載されている交付場所が下津行政局、

野上支所の人もご利用できます。

※証明書の休日交付は従来どおりの取り扱いとなります。

※世帯の中に受診された人がいない場合は送付され

ません。

※このお知らせは、所得税・住民税等の医療費控除

の申告には使用できません。

広報かいなん ● 2016‐69

対象事業者　海南市・和歌山市内に本支店を有する法人、もしくは住所・事業所を有する個人で３年以

　　　　　　上飲食業を経営している人

使用面積　食堂ホール７９.９４㎡　厨房３５.８５㎡　食品庫２１.３９㎡

　　　　　事務室５.９０㎡　ＷＣ２.４４㎡　座席数約３０席

営業開始日　平成２９年１０月頃予定

賃借料　月額５０,０００円程度（設置する厨房設備により変動します）

募集要項配布　６月１日㈬～

申込期間　６月１日㈬～７月１５日㈮

厨房設備　熱源は電気のみ。基本的な厨房設備は市で用意します（限度額あり）。

募集形式　公募型プロポーザル（８月中旬にプレゼン・質疑応答を予定しています）

※詳細は募集要項（市ホームページか管財情報課窓口で配布）をご覧ください。

④６月３０日㈭　１０時～１５時

　子どもの栄養と食生活、子どもの遊びと手作

　りおもちゃ

⑤７月４日㈪　９時３０分～１４時３０分

　事故予防と病気の子どもの世話、緊急の対応

　と応急処置

⑥７月５日㈫　１０時～１２時

　サポートの実際

場所　市民会館

受講料　無料　

定員　２０人（先着順）

申込締切　６月１５日㈬

※一時保育あり（有料）。必要な人は６月１５日㈬

までに上記までお申し込みください。

　子育て中の保護者が安心して仕事やさまざまな

活動をしやすくするために、子どもの一時託児等の

受け入れに必要な人材（提供会員）を育成する講

座を開催します（ファミリー・サポート・センターで

は保育サポーターを提供会員と呼びます）。

　全講座を受講された人は、ファミリー・サポート・

センターに登録し、提供会員として活動できます。

日時・内容　

①６月２０日㈪　９時３０分～１５時

　事業概要、子どもの心と体の発達等

②６月２１日㈫　１０時～１５時

　地域での子育て、提供会員体験談等

③６月２９日㈬　９時３０分～１５時３０分

　コミュニケーションについて、安全に預かる

　ために等

海南市ファミリー・サポート・センター
「保育サポーター養成講座」受講者募集

申・問
　海南市ファミリー・サポート・
　センター（☎思４８３‐８５０６）

新庁舎での食堂運営業者を募集します 申・問 管財情報課（☎４８３‐８４１１）

日
時

　
６
月
４
日
㈯
 　
時
～
　
時
　
分

１０

１６

３０

　
６
月
５
日
㈰
 　
時
～
　
時

１０

１５

場
所
　
海
南
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
歯
と
口
の
健
康
イ
ベ
ン
ト
同
時
開
催

　
　
海
南
歯
科
医
師
会
で
は
、
歯
・

口
の
健
康
に
関
す
る
図
画
・
ポ
ス

タ
ー
な
ら
び
に
歯
・
口
の
健
康
啓

発
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
展
の
開
催

期
間
中
、
同
会
場
に
お
い
て
、
海

南
市
や
紀
美
野
町
、
ま
た
そ
の
周

辺
に
お
住
い
の
皆
さ
ま
の
歯
と

口
の
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に

「
歯
と
口
の
健
康
イ
ベ
ン
ト
」
を

開
催
し
ま
す
。
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▼
歯
や
口
の
無
料
健
診
や
健
康
相
談

▼
無
料
フ
ッ
素
塗
布

▼
歯
み
が
き
指
導

▼
歯
み
が
き
の
た
め
の
道
具
の
紹
介

　
と
歯
ブ
ラ
シ
な
ど
の
無
料
配
布
　

　（
数
に
限
り
あ
り
）

▼
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
と
口
の
　

　
健
康
に
関
す
る
人
形
劇

平
成
　
年
度
 歯
・
口
の
健
康
に
関

２８

す
る
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
な
ら
び
に

歯
・
口
の
健
康
啓
発
標
語
コ
ン

ク
ー
ル
展
の
お
知
ら
せ

問
 玉
置
歯
科（
☎
４
８
３
 - ４
０
４
０
）
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IIIIIIIIIInnnnnnnnnnffffffffffoooooooooorrrrrrrrrrmmmmmmmmmmaaaaaaaaaattttttttttiiiiiiiiiiooooooooooInformationnnnnnnnnnn
皆さんの生活に関する情報を紹介するコーナーです

for Kainan Life

　市では、不法投棄防止対策として市内パトロールなどを行っていますが、

私有地にごみが投棄されていた場合は、原則、土地の所有者もしくは管理者

の責任で処理することになります。投棄されやすい場所の周辺にお住まいの

人で協力しあい、監視の目を光らせていただくことも大切です。

環境美化にご協力お願いします！ 　
　問 環境課（☎４８３‐８４５６）

○野外焼却（野焼き）に関する苦情が多く寄せられています
　「洗濯物に臭いがつく」「煙で窓を開けられない」など、野焼き（野外焼却）に関する苦情が多くなっ

ています。有害物質が発生する恐れもあるため、一部の例外を除き法律で禁止されています。

○不法投棄は犯罪です

■農業、林業、漁業を営むためにやむを得ないものとして行われる焼却
■たき火その他日常生活を営む上で通常行われる軽微な焼却（落ち葉焚きなど）
■風俗慣習上または宗教上の行事を行うために必要な焼却（門松、しめ縄等の焼却など）

例外となる主なもの

○犬の糞（ふん）で困っています
　飼い犬の苦情で一番多いのが、糞の不始末です。市役所にもたくさんの苦情が寄せられ、中には近所

トラブルを引き起こしている場合もあります。

　一部のマナーの悪い飼い主によって、適正に犬を飼っている人や近隣住民が不愉快な思いをしています。

　市では、犬の飼い主の方のマナー向上のために、広報紙への掲載による注意喚起や、啓発看板の設置

を行っていますが、糞害の苦情はなくなっていません。

海南医療センター職員募集

採用予定日　平成２９年４月１日

※薬剤師については、早期入職可能な場合は、

採用時期を変更することがあります。

応募締切日　６月２０日㈪（持参または郵送）

※郵送の場合、簡易書留に限る（締切日消印可）

一次試験　７月３日㈰８時３０分から海南医療

センター（予定）にて実施

※詳しくは、医療センターホームページをご覧

になるか、上記までお問い合わせください。

その他の応募資格募集人数職種
平成２９年春の国家試験により免許取
得見込みで、昭和５７年4月２日以降
に生まれた人

５人程度看護師

薬剤師免許を有する、昭和５７年4月
２日以降に生まれた人
（平成２９年春の国家試験により免許
取得見込みの人を含む）

若干名薬剤師

申・問 海南医療センター事務局総務管理室
　　　 （海南市日方１５２２ ‐ 1　☎４８２‐４５２１）

■
東
部
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
教
室

　
６
月
２
日
㈭
～
　
日
㈭

３０

の
毎
週
火
・
木
曜
日

▼
　
時
～
　
時

１７

１８

▼
　
時
～
　
時

１８

１９

■
大
人
の
テ
ニ
ス
教
室

　
６
月
７
日
㈫
～
　
日
㈫
の

２８

毎
週
火
曜
日
 　
時
～
　
時

１９

２１

〈
共
通
〉

場
所
　
東
部
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

海
南
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
グ

ル
ー
プ
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
 東
部
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　（
☎
４
８
７
 - ４
４
０
０
）

問
 総
合
体
育
館

　（
☎
４
８
３
 - ４
３
０
０
）

①
健
康
体
操
教
室

　
６
月
７
日
㈫
、　

日
㈫

２１

　
　
時
　
分
～
　
時

１３

３０

１５

②
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ニ
ス

　
６
月
　
日
㈰

１９

　
　
時
　
分
～
　
時

１７

１５

１９

③
元
気
ア
ッ
プ
教
室

　
６
月
３
日
㈮
、　

日
㈮

１７

　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１０

３０

１１

３０

場
所
　
①
②
市
民
体
育
館

③
総
合
体
育
館

広報かいなん ● 2016‐611

国和歌山県海南市
35.4％30.7％36.4％ 特定健康診査受診率
24.4％28.5％17.9％ 特定保健指導利用率
16.4％16.2％15.4％ メタボ基準該当率
26.0％26.7％26.2％ （うち男性）
09.2％08.4％07.5％ （うち女性）

データヘルス計画を策定しました 　問 保険年金課（☎４８３‐８４０４）
　　 健康課（☎４８３‐８４４１）

　国民健康保険被保険者を対象に、生活習慣病対策を始めとする健康増進などを目的として、「海南市国民

健康保険保健事業実施計画（データヘルス計画）」を策定しました。

健診は受けた後が大切です
　健診を受けて体の状態を知り、生活習慣を見直すことで、生活習慣病の発生

を予防できます。特定健康診査の結果により特定保健指導の対象となった人は、

生活習慣病を見直すチャンスです。ぜひ特定保健指導を受けましょう。

本市の健診受診率等の状況
　本市の特定健康診査の受診率は和歌山県や国と

比べ高い状況ですが、特定保健指導利用率は和歌

山県や国と比べて低い状況です。

平成２６年度の健診受診率等

本市の取り組み

　今後も健診未受診者への電話・はがきによる受診勧奨などを行うとともに、特定保健指導対象者には

案内通知ならびに電話などによる勧奨を行い、特定健康診査受診率および特定保健指導利用率の向上に

取り組みます。

　この計画は、国保データベース（ＫＤ

Ｂ）システムを活用し、特定健康診査・レ

セプト（診療報酬明細書）などの健康・医

療情報を分析することで、ＰＤＣＡサイ

クルに沿った効果的・効率的な保健事業

を実施するためのものです。

　市の最上位計画である第１次海南市総合計画

では、「市民の生活がどのようになるのか」、「ま

ちがどのようになるのか」と

いった、将来実現したいまち

の姿を示しており、その達成

状況を測るための成果指標を

設定しています。

　この指標の達成状況等を毎

年度把握しながら、より効率的・効果的な施

策・事業の実施に努めるため、１８歳以上の市内

在住者の中から２,０００人を無作為抽出してアン

ケート用紙を郵送します。

　アンケート用紙がご自宅に届いた人は、調査

の趣旨をご理解の上、率直なご意見をお聞かせ

ください。

回答締切日　６月１５日㈬

アンケート調査にご協力ください 問 企画財政課（☎４８３ ‐ ８４０５）

～第１次海南市総合計画基本計画に関するアンケート調査を実施します～

Ｐｌａｎ（事業の立案）

・目的の明確化

Ａｃｔ（事業内容の見直し）

・事業内容の改善

Ｃｈｅｃｋ（事業評価）

・短期、中長期的な効果

Ｄｏ（事業の実施）
・健康情報等の提供
・健診、指導の実施
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 井  戸   朝  也 ちゃん
い ど あさ や

Ｈ２６.６.２６生
 川端   美  月 ちゃん
かわばた み づき

Ｈ２５.６.３生

 大  江   幸  汰 ちゃん
おお え こう た

Ｈ２６.６.２９生

氏　名表彰区分
服部　正行さん社会福祉

楠本　嘉代子さん社会福祉

 田　光子さん社会福祉

岩﨑　泰行さん社会福祉

荻野　行一さん社会福祉

今中　三郎さん社会福祉

田井　英雄さん更生保護

竹井　雀雄さん更生保護

賞おめでとうございま賞おめでとうございますす

平平成成２２８８年海南市制施行記念表彰年海南市制施行記念表彰式式

受受
　市では、社会福祉の増進や地域防災活動

の推進、産業の振興など、それぞれの分野

で多年にわたり功労のあった方々の功績

をたたえ、毎年４月に表彰を行っています。

今年は4月２７日に、海南保健福祉センター

で表彰式を行いました。

　表彰されたのは、次の方々です。皆さん、

受賞おめでとうございます。

①神出市長を囲んで記念撮影

②市長から賞状と記念品を贈呈

③受賞者を代表して鳥居さんが挨拶

①①

②② ③③

 野  崎   航  大 ちゃん
の ざき こう だい

Ｈ２７.６.１５生

７月生まれのお子さんの写真大募集！
❶氏名（ふりがな）❷生年月日❸住所❹電話番号を記載の上、メー
ルでご応募ください。　※写真データのサイズは１MB以上。
対象　７月生まれの満１～３歳の子ども（市内在住の人に限る）
宛先　企画財政課広報広聴係（死kikakuzaisei@city.kainan.lg.jp）
締切日　６月１０日㈮

氏　名表彰区分
塩﨑　正幸さん更生保護

宮 　俊雄さん消防

北東　ハルミさん保健衛生

前山　幸子さん保健衛生

追田　清子さん保健衛生

中原　まゆみさん保健衛生

山鷲　佳子さん保健衛生

大谷　徹さん商工業

氏　名表彰区分
阿瀬　彰男さん商工業

津毛　望さん社会体育

藤山　和平さん社会体育

 本　裕子さん社会体育

山本　眞二さん教育・保健衛生

荻野　悦志さん教育・保健衛生

宗　留美子さん教育・保健衛生

鳥居　照さん農林水産業

広報かいなん ● 2016‐613

　ＧＷ真っ只中の５月４日、お天気にも恵まれ、家族

連れなど多くの人たちがわんぱく公園に訪れ、演奏

に耳を傾けていました。

　中学校吹奏楽部をはじめ、出演者の年齢層も幅広

く、みなさん楽しそうに演奏していて、会場内はとて

も盛り上がっていました。出店もあり、公園内は賑

わっていました。
素敵な音色が公園中に鳴り響いていました

　５月３日、下津町引尾にある立神社において

春祭りが開催され、恒例となっている「大餅投

げ」が行われました。

　やぐらの上から1時間以上餅を投げ続ける

という、県内最大級の餅投げに、神社内は多く

の人で賑わいました。

　４月２４日、鳥居にある日限浄土寺にて、「日限

地蔵尊大会式」が開催されました。

　４０年ぶりに復活した餅投げが行われた後、夕

方からは境内に1万2千個以上のろうそくやＬＥ

Ｄ電球によるライトアップが行われ、参拝者は

幽玄な雰囲気を楽しみました。

玄な世界に包まれ玄な世界に包まれるる

日限地蔵尊大会式「一灯夜日限地蔵尊大会式「一灯夜」」

幽幽

　今年度内容をリニューアルした「熊野古道わくわく

ハイク」の第１回を４月２４日に開催しました。

　当日は春の陽気の下、市内外からの参加者98人が和

歌山市の伊太祁曽神社をスタート。熊野古道を進み、最

後は海南市の藤白神社まで、語り部さんによる説明を

聞きながら約１０kmのハイキングを楽しみました。

語り部さんからの説明を熱心に聞いていました

ろうそくの明かりが境内を包みましたやぐらの上から四方八方に投げられました

気いっぱいのパフォーマン気いっぱいのパフォーマンスス

第２回百花りょう乱わんぱく音楽祭第２回百花りょう乱わんぱく音楽祭♪♪

元元

力満点のお餅投げ力満点のお餅投げ！！

立神社の春祭立神社の春祭りり

迫迫

野古道わくわくハイ野古道わくわくハイクク

リニューアルして開催！リニューアルして開催！！！

熊熊
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６
月
は
、
小
麦
粉
ね
ん
ど
遊

び
で
す
。
サ
ラ
サ
ラ
の
小
麦
粉

に
油
や
色
水
で
ネ
バ
ネ
バ
の
ね

ん
ど
が
で
き
あ
が
る
過
程
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
♪

対
象
　
幼
稚
園
・
保
育
所
に
入

る
前
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

◆
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
１
歳
程
度
ま
で

内
容
　
小
麦
粉
ね
ん
ど
遊
び

◆
巽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
和

室
は「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
」

★
わ
ん
ぱ
く
公
園
は
「
ぱ
っ
ち

ん
ガ
エ
ル
で
遊
ぼ
う
」

時
間
　
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

◆
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
　
時
１０

　
～
と
　
時
　
分
～
の
２
部
制

１０

５０

★
わ
ん
ぱ
く
公
園
は
　
時
　
分

１０

３０

　
～
　
時
　
分

１１

３０

参
加
費
　
子
ど
も
１
人
１
０
０
円

持
ち
物
　
お
茶
、
タ
オ
ル
な
ど

◆
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
は
必

ず
バ
ス
タ
オ
ル
が
必
要
で
す
。

開催場所日程
黒江防災コミュニティセンター０１日㈬
亀川公民館０６日㈪
北野上公民館０８日㈬
巽コミュニティセンター和室（◆）１０日㈮
わんぱく公園（★）１４日㈫
内海公民館１７日㈮
巽コミュニティセンター２０日㈪
大野公民館２１日㈫
下津防災コミュニティセンター２２日㈬
市民会館２３日㈭

　
よ
り
子
育
て
が
楽
し
く
感
じ

ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
子
育

て
中
の
皆
さ
ん
が
自
由
に
交
流

で
き
る
場
と
し
て
「
ほ
っ
と
カ

フ
ェ
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

開催場所日程
巽コミュニティセンター０２日㈭
内海公民館０７日㈫
亀川公民館０９日㈭
大野公民館１３日㈪
市民会館１５日㈬
下津防災コミュニティセンター１６日㈭
北野上公民館２８日㈫

　
ど
の
会
場
へ
も
自
由
に
何
回

で
も
お
越
し
く
だ
さ
い
。
マ
マ

だ
け
の
参
加
も
大
歓
迎
☆

開催時間　９時３０分～１１時３０分
（時間内でフリーイン・フリーアウト）

６月

６月問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

（
☎
４
９
２
‐
３
３
４
９
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
健
康
課（
☎
４
８
３
‐
８
４
４
１
）

　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１４

３０

１５

３０

場
所
　
海
南
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

▼
１
歳
６
カ
月
児
健
診
終
了
後
、

４
歳
誕
生
日
の
前
日
ま
で

▼
過
去
３
カ
月（
　
日
）以
内
に

９０

フ
ッ
化
物
塗
布
を
し
て
い
な
い
人

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
歯

ブ
ラ
シ
、
ハ
ン
ド
タ
オ
ル

申
込
期
限
　
当
日
の
正
午
ま
で

マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

日
時
　
６
月
　
日
㈯

２５

　
　
時
～
　
時

１３

１６

場
所
　
海
南
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳

申
込
期
限
　
実
施
日
の
２
日
前

内
容

▼
妊
娠
中
と
出
産
後
の
過
ご
し
方

▼
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
使
っ
た

お
父
さ
ん
の
妊
婦
体
験

▼
人
形
を
使
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
の

抱
き
方
、
オ
ム
ツ
交
換
、
沐

浴
（
お
ふ
ろ
）
の
実
習
ほ
か

▼
子
ど
も
の
発
達
と
育
児
ほ
か

歯
を
丈
夫
に
す
る
フ
ッ
化
物
塗
布

日
時
　
６
月
６
日
㈪
、　

日
㈫

２８

場
所
　
マ
リ
ア
幼
稚
園

対
象
　
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

参
加
費
　
無
料

※
子
育
て
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
マ
リ
ア
幼
稚
園

（
☎
４
８
２
‐
２
１
９
０
）

マ
リ
ア
幼
稚
園
か
ら
の

お
知
ら
せ

①
幼
稚
園
で
遊
ぼ
う
よ
♪

日
時
　
６
月
　
日
㈬
　
時
～
　
時

１５

１０

１１

内
容
　
体
操
や
ゲ
ー
ム
遊
び

申
込
方
法
　
６
月
　
日
㈫
ま
で

１４

に
左
記
ま
で
電
話
に
て

②
園
庭
開
放

日
時
　
６
月
の
水
曜
日
（
　
日
１５

除
く
）　
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

※
参
加
希
望
者
は
当
日
受
付
へ
。

〈
①
②
共
通
〉
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＜その他自主定例イベント＞　場風の子劇場

１４時　園長の自然教室（要2０名　３００円）
　　　 ～食虫植物、コモウセンゴケを観察しよう！～

４
日
㈯

１３時　木工作講　～梅雨だ！元気だ！～
１３時　（要1０名　２００円）

５
日
㈰

１３時　折り紙で大・中・小のトトロを作ろう講　
１３時　（要1０名　３００円）

　
日
㈯

１１

１３時　きのこの形のマフィン作り講
　　　 ～マフィンにトッピング・２個作れるよ☆☆～
　　　 （要1０名　４００円）

　
日
㈰

１２ １３時　押し花講 （要1０名　３００円）
　　　 ～お部屋のハーモニー～

１４時　親子で英語体験　（主催）らぼ
　　　 ～英語の絵本を読んで、劇をしよう～

海南市わんぱく公園 開園時間　９時～１７時

休館日　月曜（祝日の場合翌日）

６月の
イベント

◆古梅先生の人気俳句教室 毎月第1水曜　１３時３０分～（１回５００円）

◆田村まさみ先生の粘土教室　毎月第１・第３火曜　１０時～（詳細は事務所へ）

◆守山鷲声先生の横笛教室　　毎月第４水曜　１４時～（詳細は事務所へ）

※要…要予約　講…外部講師による教室

問い合わせ　☎４８４ - ５８１０　　ホームページ　http://wanpaku.pya.jp/

１３時　森口さゆり先生のアロマオイルでハンド 
            マッサージ講（要２０名　１,０００円)　

日
㈯

１８

１４時　園長の自然教室（要2０名　３００円）
　　　 ～すいれんの谷の自然観察～

１３時　木でバードハウス時計講　
　　　  ～飾りをつけてアレンジしよう☆☆～  
            （要1０名　６００円）　　　 

　
日
㈰

１９

１３時　モービルをつくろう講（要４０名　６００円）
１４時　～ガラスビーズを使ってきれいなモービ
　　　　ルに仕上げよう♪～　

日
㈰

26

１３時　森の学校クイズラリー講　
　　　　（５０名　１００円）１４時　

◆毎週土曜１２時～　わんぱく紙芝居

◆毎週土・日曜１２時３０分～　わんぱくウルトラクイズ

◆毎週土・日曜１２時４５分～　ジャンケンポン大会　　

◆毎週土・日曜１５時～　　　  お楽しみビンゴゲーム

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費

受
給
資
格
現
況
届
の
提

出
を
お
忘
れ
な
く

　
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給

資
格
現
況
届
は
、
受
給
資
格
を

更
新
す
る
た
め
の
重
要
な
届
け

で
す
。
ま
だ
提
出
し
て
い
な
い

人
は
至
急
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成

制
度
は
、
満
　
歳
に
達
し
た

１８

日
以
後
の
最
初
の
３
月
　
日
３１

ま
で
の
子
ど
も
と
、
そ
の
子

ど
も
を
扶
養
し
て
い
る
配
偶

者
の
い
な
い
人
を
対
象
と
し
、

医
療
費
（
保
険
診
療
分
）
の

一
部
負
担
金
を
全
額
助
成
す

る
制
度
で
す
。

※
所
得
制
限
な
ど
で
対
象
と
な

ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　

　
保
険
年
金
課
医
療
係

　
（
☎
４
８
３
‐
８
４
３
６
）

児
童
手
当
の
現
況
届
の

提
出
を
お
忘
れ
な
く

　
児
童
手
当
の
現
況
届
は
、
毎

年
、
受
給
者
の
前
年
の
所
得
状

況
お
よ
び
６
月
１
日
現
在
の
児

童
の
養
育
状
況
な
ど
を
確
認
す

る
た
め
の
届
け
で
す
。

　
６
月
上
旬
に
受
給
者
へ
送
付

し
ま
す
の
で
、
６
月
　
日
ま
で

３０

に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
現
況
届
を
提
出
し
な
い
場
合
、

受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
、
６
月

分
以
降
の
児
童
手
当
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
５
月
に
出
生
・
転
入

等
で
新
規
認
定
請
求
を
し
た
受

給
者
は
、
今
回
の
現
況
届
は
不

要
で
す
。
ま
た
、
額
改
定
請
求

を
し
た
受
給
者
は
、
そ
の
対
象

と
な
っ
た
児
童
以
外
は
現
況
届

が
必
要
で
す
。

持
ち
物

　
現
況
届
、
印
鑑
、
添
付
書
類

提
出
場
所

　
子
育
て
推
進
課
（
市
役
所
東

別
館
１
階
）
、
下
津
行
政
局
、

支
所
・
各
出
張
所

問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
推
進
課
児
童
係

（
☎
４
８
３
‐
８
４
３
０
）

五
月
山
こ
ど
も
園
園
庭
開
放

日
時
　
６
月
　
日
㈮

１７

　
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

参
加
費
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　
五
月
山
こ
ど
も
園

（
☎
４
８
３
‐
８
８
８
８
）

◆孟子不動田植え体験会◆
　　６月１２日㈰　　（主催）ビオトープ孟子
集合時刻・場所　１０時に孟子里山公園

　　　　　　　　案山子資料館前集合　

費用　５００円（おにぎり程度の昼食付）

申し込み　わんぱく公園事務所まで
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　平成２６年６月に「医療介護総合確保推進法」が成立しました。

ここでは、医療機関の機能の分化や連携、在宅医療の充実、

医師や看護師などの確保対策が掲げられています。今後は、高度急性期から在宅医

療に至るまで、病状に応じた適切な医療を効率的に提供する体制を整備し、できる

限り住み慣れた地域で継続して生活が送れるようにすることが言われています。

　このような状況の中で、当院では、医療の高度化やニーズの多様化に対応するた

め、ハード・ソフト両面から病院機能の充実を図ってまいります。

　また、和歌山県が計画している地域の医師会や関係機関等と連携した「わかやま

在宅医療推進安心ネットワーク」の中で、急変時の入院受入れなど在宅医のサポー

トを行う後方支援病院としての役割を強化していく必要があることから、市の関係

課や医師会等をはじめ、地域の関係機関と連携して地域医療ネットワークを構築す

るとともに、多くの皆さまに安心してご利用いただける安全で良質な医療を提供す

る病院づくりに向け、職員一丸となって取り組んでまいりますので、ご支援とご協

力をよろしくお願い申し上げます。

６
月
４
日
～
　
日
は
歯
と
口
の

１０

健
康
週
間
で
す

　
歯
を
失
う
原
因
の
第
１
位
は

歯
周
病
で
す
。
こ
の
機
会
に
歯

の
健
康
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

歯
周
疾
患
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

対
象
　
満
　
歳
、　

歳
、　

歳
、

４０

５０

６０

　
　
歳
の
市
民
（
各
年
齢
に
つ

７０
　
き
１
回
受
診
可
）

◆
満
　
歳
、　

歳
の
人

４０

５０

　
誕
生
月
の
翌
月
に
受
診
券
を

　
送
付
し
ま
す
。

◆
満
　
歳
、　

歳
の
人

６０

７０

　
健
康
課
に
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
受
付
後
、
受

診
券
を
送
付
し
ま
す
。

受
診
方
法
　
受
診
券
を
持
参
し
、

　
指
定
協
力
歯
科
医
院
で
受
診

　
し
て
く
だ
さ
い
。

検
診
内
容
　
問
診
、
歯
と
歯
肉

　
の
検
査

費
用
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　
健
康
課
　
　
　

　（
☎
４
８
３
‐
８
４
４
１
）

　海南市病院事業管理者　若宮　茂樹
海 南医療センター

　
ラ
ジ
オ
体
操
は
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
、
手
軽

に
で
き
る
運
動
で
す
。

　
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

①
日
時
　
６
月
　
日
㈪

２０

　
　
　
　
９
時
～
９
時
　
分
３０

　
場
所
　
春
日
前
広
場

②
日
時
　
６
月
　
日
㈫

２１

　
　
　
　
　
時
～
　
時
　
分

１０

１０

３０

　
場
所
　
燦
燦
公
園

③
日
時
　
６
月
　
日
㈮

２４

　
　
　
　
７
時
　
分
～
８
時

３０

　
場
所
　
原
野
集
会
所

④
日
時
　
６
月
　
日
㈭

３０

　
　
　
　
　
時
～
　
時
　
分

１０

１０

３０

　
場
所
　
塩
津
み
な
と
広
場

〈
共
通
事
項
〉

対
象
　
概
ね
　
歳
以
上
の
市
民

６０

持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
飲
み
物

※
雨
天
の
場
合
は
延
期

問
い
合
わ
せ
　

　
高
齢
介
護
課
地
域
支
援
係
　

　（
☎
４
８
３
‐
８
７
６
２
）

み
ん
な
で
ラ
ジ
オ
体
操

健
康
も
 楽
し
い
食
事
も
 

い
い
歯
か
ら

熱
中
症
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
！

　
こ
れ
か
ら
気
温
が
上
が
り
、

湿
気
が
多
く
な
る
時
期
を
迎
え

ま
す
。
こ
の
時
期
、
熱
中
症
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
高
い
気
温
や
強
い
日
差
し
以

外
に
も
、
熱
中
症
に
な
り
や
す

い
状
況
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の

体
調
の
変
化
に
気
を
付
け
る
と

と
も
に
、
周
囲
の
人
に
も
気
を

配
り
、
予
防
を
呼
び
か
け
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
自
力
で
水
を
飲
め
な

い
、
意
識
が
な
い
な
ど
、
熱
中

症
が
疑
わ
れ
る
人
を
見
か
け
た

ら
、
直
ち
に
救
急
車
を
呼
び
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
課
　
　
　

　（
☎
４
８
３
‐
８
４
４
１
）

水
分
補
給
な
ど
が
大
切
で
す
！
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Health information

内容（講師）日時場　所
一緒に歌おう
（旭 美好子さん）

９日㈭
１４：００～黒江防災コミュニティ

センター
（緯４８３ - ５２２０） 健康体操

（小西美智子さん）
２３日㈭
１４：００～

健康体操
（小西美智子さん）

３日㈮
１４：００～日方公民館

（緯４８２ - ６８６５） 社会見学
（神戸方面）１５日㈬

健康体操
（小西美智子さん）

１４日㈫
１４：００～内海公民館

（緯４８２ - ２１５８） 認知症サポーター養成講座
（高齢介護課）

２５日㈯
１３：３０～

カローリング４日㈯
１４：００～大野公民館

（緯４８３ - ５１５０） 健康体操
（小西美智子さん）

２７日㈪
１４：００～

健康体操
（小西美智子さん）

２０日㈪
１４：００～亀川公民館

（緯４８３ - ５２８２） 社会見学
（花王エコミュージアム）３０日㈭

健康体操
（小西美智子さん）

１０日㈮
１４：００～巽コミュニティセンター

（緯４８７ - ４７５３） 成人講座
（長谷川義則さん）

１６日㈭
１４：００～

認知症予防アロマ講座
（野口千恵さん）

２２日㈬
１４：００～北野上公民館

（緯４８８ - ０９８８） 健康体操
（小西美智子さん）

２８日㈫
１４：００～

健康体操
（小西美智子さん）

２日㈭
１４：００～中野上公民館

（緯４８７ - ４７２６） 社会見学
（大阪方面）１５日㈬

健康体操
（小西美智子さん）

１６日㈭
１４：００～南野上公民館

（緯４８７ - １４８１） 健康講座
（坂口健太郎さん）

２３日㈭
１４：００～

教養講座
「一般救急講習」
（海南消防署）

２１日㈫
１４：００～市民交流センター

２３日㈭
１４：００～

下津防災コミュニ
ティセンター

２２日㈬
１４：００～

塩津コミュニティセ
ンター

園芸教室
（井戸英児さん）

２４日㈮
１４：００～

大崎会館
（緯４９２ - ２１１０）

健康体操
（小西美智子さん）
※８、２９日は初心者向け

毎週水曜日
１４：００～拝待体育館

申し込み・問い合わせ

▼各地区公民館
　（開館時間１３時３０分～１７時、１９時～２１時３０分）

▼下津地域の教室について
　下津防災コミュニティセンター（☎４９２ - ０２５１）

▼拝待体育館の健康体操について
　教育委員会生涯学習課（緯４９２ - ３３４９）

対象　概ね５０歳以上の人
受講料　無料
（材料費等は自己負担）

※諸事情により変更する場合があります。
海南警察署・海南消防署１０：００～１２：３０

２１日㈫
海南保健福祉センター１４：００～１６：３０

スーパーセンターオークワ
海南店

１０：００～１２：００
２６日㈰

１３：００～１６：３０

献血にご協力ください（６月）

夜間の問い合わせは
㈶和歌山県救急医療情報センター（☎４２６ - １１９９）

☎４８２ - ５０６３船尾石本病院０５日㈰

☎４９２ - ２２４１下津町
黒田西本内科外科医院１２日㈰

☎４８３ - ５４２１名高おくクリニック１９日㈰

☎４８９ - ６８００紀美野町
小畑谷田クリニック２６日㈰

※一部変更する場合もありますので、市役所、消防
署、日刊紙などでお確かめください。

休日在宅当番医（６月）（受付９時～１６時）

　食生活の見直しなど栄養士によるご自宅

への訪問を無料で支援しています。

対象者　６５歳以上の市民で、①６ヵ月間で

２～３㎏以上の体重減少がある②ＢＭＩ

が１８.５未満である、の両方に該当する人

※ＢＭＩ＝体重（㎏）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）

定員　２０人（先着順）

栄養士・歯科衛生士がご自宅へ
お伺いします！

バ  ランスよく栄養をとるために

申・問　
　高齢介護課地域支援係（☎４８３‐８７６２）

お  口の健康を保つために
　歯科医院への通院が困難な人でも、お口

の健康を保つために歯科衛生士によるご自

宅への訪問を無料で支援しています。

対象者　６５歳以上の市民で以下の項目で２

　つ以上該当する人

①半年前に比べて固いものが食べにくくなった

②お茶や汁物等でむせることがある

③口の渇きが気になる

定員　１０人（先着順）
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▼下津図書館
　『倒れるときは前のめり』

有川 浩／著　（角川書店）
　日々のつれづれ、創作の
裏側、愛する本や映画のこ

となど、人気作家有川浩の

エッセイ。

　小説「ゆず、香る」「彼の

本棚」も特別収録。

▼児童図書館
　『理系アナ桝 太一の生物部な毎日』

桝 太一／著  （岩波書店）
　生き物とともに遊び、

学び、成長してきた桝ア

ナウンサーの青春記です。

熱いエピソードが満載！

　ぜひご覧になってくだ

さい。

臨臨時休時休館館（館内整理（館内整理））のお知らせのお知らせ

 ６月2４日㈮（両館とも）
休館中の返却について

　本・雑誌は返却ポストへ、その

他は開館時にお願いします。

絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵本本本本本本本本本本ののののののののののよよよよよよよよよよみみみみみみみみみみかかかかかかかかかかたたたたたたたたたたりりりりりりりりりり会会会会会会会会会会本のよみかたり会　　６月１１日㈯
●下津図書館（対面朗読室）

　時間　１４時～１４時３０分

　内容　紙芝居や絵本の読み聞かせ

　読み手　「てんとうむし」の皆さん

●児童図書館（２階）

　時間　１５時～１５時３０分

　内容　「なにのこどもかな」他

　読み手　「ぐりとぐらの会」の皆さん

リリリリリリリリリリリササササササササササイイイイイイイイイイククククククククククルルルルルルルルルルブブブブブブブブブブッッッッッッッッッッククククククククククフフフフフフフフフフェェェェェェェェェェサイクルブックフェアアアアアアアアアアア
～汚損や内容が古くなった本等を無償提供～

●下津図書館（入口付近）

　日時　６月１１日㈯　 １３時３０分～

●児童図書館（２階）

　日時　６月１８日㈯ 　９時３０分～１７時

図図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書館館館館館館館館館館げげげげげげげげげげんんんんんんんんんんききききききききききププププププププププロロロロロロロロロロジジジジジジジジジジェェェェェェェェェェクククククククククク書館げんきプロジェクトトトトトトトトトトト
　　　　　　～脳力をアップしよう！～
日時　６月１９日㈰　１３時３０分～１６時頃
場所　市民交流センター ふれあいホール
内容　

▼１３時３０分～１４時　
　ピアノ、ヴァイオリン演奏

演奏：酒井華子さん（ピアノ）

　　　百瀬圭子さん（ヴァイオリン）

▼１４時～１４時３０分
　音読（参加者で詩を朗読）

　○×クイズ－健康に関する問題など－

▼１４時３０分～（１時間程度）
　認知症サポーター養成講座（高齢介護課）

▼各コーナーの設置
・認知症に関する本や脳に良い本のコー

ナー（貸し出しも行います）

・認知症に関する情報提供コーナー（パネ

ル展示やパンフレット配布、相談窓口

（医療機関）の紹介等）

その他　どなたでも無料で参加できます。
　途中の入退場は可能です。
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有
料
広
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募
集

　
市
で
は
、
第
６
期
高
齢
者
福

祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画

に
基
づ
き
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
事
業
の
計
画
的
な
整
備
を
進

め
ま
す
。

公
募
対
象
施
設
　
定
期
巡
回
・

随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護

整
備
数
　
１
事
業
所

整
備
年
度
　
平
成
　
年
度

２８

整
備
圏
域
　
市
内
全
域

受
付
期
間
　
６
月
１
日
㈬
～
　１５

日
㈬（
土
日
を
除
く
）

※
応
募
手
続
等
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
高
齢
介
護
課
高
齢
者
係

（
☎
4
8
３
‐
８
７
６
０
）

事
業
は
、植
え
替
え
や
拡
大

等
を
想
定
し
て
い
る
事
業
）

募
集
期
間
　
６
月
５
日
㈰
～
　１０

月
７
日
㈮

※
詳
細
は
、環
境
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課

（
☎
４
８
３
‐
８
４
５
７
）

応
募
要
件
　
①
か
お
り
の
樹

木
・
草
花
等（
原
則
総
計
　
本
３０

以
上
）を
使
用
す
る
企
画

②
今
後
実
施
を
想
定
し
て
お
り
、

植
栽
場
所
を
確
保
し
て
い
る

企
画（
既
に
実
施
し
て
い
る

自
衛
官
候
補
生

募
集
種
目
　
自
衛
官
候
補
生

受
付
期
間
　
６
月
　
日
㈬
ま
で

２２

応
募
資
格
　
　
歳
以
上
　
歳
未

１８

２７

　
満
の
男
子

試
験
日
　
６
月
　
日
㈮
・
　
日
㈯

２４

２５

試
験
会
場
　
和
歌
山
県
民
文
化

会
館
（
和
歌
山
市
小
松
原
通

１
‐
１
）

問
い
合
わ
せ
　
自
衛
隊
和
歌
山

地
方
協
力
本
部
有
田
募
集
案

内
所
（
有
田
市
宮
崎
町
１
０

６
‐
２
　
☎
０
７
３
７
‐
８
２
‐

６
６
３
１
） 

教
室
・
講
座

下
津
室
内
プ
ー
ル

夏
休
み
短
期
水
泳
教
室

１
期
　
８
月
１
日
㈪
～
５
日
㈮

２
期
　
８
月
８
日
㈪
～
　
日
㈮

１２

※
水
曜
日
含
む

対
象
・
時
間
・
定
員

▼
３
～
６
歳
児

　
時
～
　
時

１０

１１

各
　
人
３０

▼
小
学
生

　
　
時
～
　
時

１１

１２

　
各
　
人
４０

場
所
　
下
津
室
内
プ
ー
ル

参
加
費
　
３
，
４
0
0
円

※
保
険
料
６
０
０
円
別
途
必
要

申
込
方
法
　
参
加
費
と
印
鑑
を

持
参
の
上
、
各
受
付
場
所
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
日
時
・
場
所
　

▼
６
月
　
日
㈰
　
９
時
～
　
時

２６

１１

　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

▼
６
月
　
日
㈰
　
　
時
～
　
時

２６

１２

１６

　
下
津
室
内
プ
ー
ル

※
　
日
以
降
も
申
込
で
き
ま
す
。

２７
問
い
合
わ
せ
　
下
津
室
内
プ
ー
ル

　（
☎
４
９
２
‐
０
２
７
６
）

第
　
回「
み
ど
り
香
る
ま
ち

１１
づ
く
り
」企
画
コ
ン
テ
ス
ト

ウ
ォ
ー
タ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
（
夏

休
み
水
泳
教
室
）

温
山
荘
プ
ー
ル
夏
休
み
水
泳
教
室

ク
ラ
ス
・
日
時

▼
Ⅰ
教
室

７
月
　
日
㈯
～
　
日
㈫

２３

２６

　
時
　
分
～
　
時

１０

１５

１１

▼
Ⅱ
教
室

７
月
　
日
㈬
～
　
日
㈯

２７

３０

　
時
　
分
～
　
時

１０

１５

１１

定
員
　
各
　
人
２０

場
所
　
温
山
荘
プ
ー
ル

対
象
　
小
学
生
で
泳
力
５
ｍ
以
下

受
講
料
　
１
，
６
０
０
円

（
プ
ー
ル
使
用
料
別
）

〈
両
教
室
共
通
〉

受
付
開
始
　

６
月
７
日
㈫
　
　
時
～

１０

（
電
話
予
約
も
可
。
定
員
に

な
り
次
第
締
切
）

受
付
場
所
　
市
民
温
水
プ
ー
ル

市
民
温
水
プ
ー
ル
水
泳
教
室

問
い
合
わ
せ

▼
市
民
温
水
プ
ー
ル

　（
☎
４
８
３
‐
８
７
３
１
）

ク
ラ
ス
・
日
時
・
定
員

▼
Ａ
教
室
（
小
学
生
対
象
）

７
月
　
日
㈫
～
　
日
㈯

２６

３０

９
時
～
　
時
　
　
　
人

１０

５０

▼
Ｂ
教
室
（
８
月
２
日
時
点
で

　
３
歳
以
上
の
幼
児
対
象
）

８
月
２
日
㈫
～
６
日
㈯

９
時
～
　
時
　
　
　
人

１０

４０

場
所
　
市
民
温
水
プ
ー
ル

受
講
料
　
３
，
７
５
０
円

（
プ
ー
ル
使
用
料
含
む
）

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者



20

有
料
広
告

　
先
人
た
ち
が
智
恵
と
工
夫
で

作
っ
て
き
た
見
事
な「
竹
製
品
」

等
に
触
れ
て

い
た
だ
き
、

「
竹
」
の
価
値
、

存
在
の
大
き

さ
を
再
認
識

し
て
み
ま
せ

ん
か
。

展
示
内
容
　
竹
を
素
材
と
し
た

　
一
昔
前
の
工
芸
品
、
日
用
品
、

　
農
漁
業
用
具
、
文
具
、
楽
器
、

　
玩
具
な
ど
の
展
示

期
間
　
６
月
１
日
㈬
～
平
成
　２９

　
年
３
月
　
日
㈮

３１

　
９
時
～
　
時
　
分

１６

３０

休
館
日
　
毎
週
月
・
火
曜
日
お

よ
び
　
月
　
日
～
１
月
３
日

１２

２９

問
い
合
わ
せ
　

　
歴
史
民
俗
資
料
館

（
☎
４
８
７
‐
３
８
０
８
）

歴
史
民
俗
資
料
館

特
別
展「
竹
の
民
俗
と
文
化
」

日
時
　
７
月
３
日
㈰

　
　
時
　
分
開
演

１３

３０

場
所
　
浄
国
寺（
黒
江
９
７
６
）

※
無
料
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。

入
場
料
　
無
料

演
奏
者
　

　
二
胡
　
瓦
野
早
紀
子

　
ピ
ア
ノ
　
榎
本
由
紀
子

　
古
箏
　
岡
野
容
子

　
中
国
琵
琶
　
野
口
美
穂
子

※
最
後
に
「
た
な
ば
た
さ
ま
」

他
、
み
ん
な
で
合
唱
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
木
下
さ
ん

　（
☎
４
８
２
‐
１
０
２
１
）　

浄
国
寺
ラ
イ
ブ
へ
お
い
で
よ

イ
ベ
ン
ト

　
地
元
の
農
産
物
、
海
産
物
を

生
産
者
が
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
直
接

販
売
し
ま
す
。

日
時
　
６
月
　
日
㈰

１２

９
時
～
　
時
　
分

１０

３０

場
所
　
Ｊ
Ｒ
海
南
駅
西
側
広
場

出
店
台
数
　
約
　
台
１５

問
い
合
わ
せ
　
産
業
振
興
課

（
☎
4
8
3
‐
8
4
6
4
）　

人
権
ふ
れ
あ
い
写
経
の
会

日
時
　
７
月
８
日
㈮
　
　
時
～

１０

場
所
　
海
南
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
２
階
　
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容
　
お
話
・
説
明
・
写
経

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

５０

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

　
自
分
用
の
筆
や
筆
ペ
ン
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　
市
民
交
流
課
人
権
推
進
係

（
☎
4
8
3
‐
8
4
３
９
）　

日
時
　
６
月
５
日
㈰

　
　
時
開
演

１６
場
所
　
J
R
海
南
駅
西
側
広
場

※
雨
天
時
は
物
産
観
光
セ
ン
タ
ー

主
な
演
奏
曲
　

　
①
ユ
ー
ミ
ン
・
ポ
ー
ト
レ
ー
ト

　
②
花
は
咲
く

ゲ
ス
ト
コ
ー
ラ
ス
　
第
三
中
学

　
校
吹
奏
楽
部

問
い
合
わ
せ
　
海
南
吹
奏
楽
団

岡
本
さ
ん
　（
☎
０
９
０
‐
６

３
７
０
‐
４
５
０
７
）

第
　
回
馬
鈴
薯
音
楽
会

２５

教
室
・
講
座

の
み
手
芸
等
の
材
料
費
５
０

０
円
程
度
）

問
い
合
わ
せ

▼
公
益
社
団
法
人
認
知
症
の
人

　
と
家
族
の
会
和
歌
山
県
支
部

　（
☎
４
３
２
‐
７
６
６
０
）

▼
高
齢
介
護
課
地
域
支
援
係

　（
☎
４
８
３
‐
８
７
６
２
）　

　
認
知
症
の
ご
本
人
や
そ
の
家

族
、
地
域
の
人
等
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
、
認
知
症
の
人
が
活

動
を
楽
し
み
、
介
護
す
る
家
族

が
情
報
交
換
や
ひ
と
休
み
で
き

る
場
で
す
。

日
時
　
６
月
　
日
㈫

２８

　
　
時
～
　
時

１３

１５

場
所
　
フ
ァ
ー
ス
ト
ガ
ー
デ
ン

（
名
高
５
３
２
‐
１
４
　
海
南

駅
前
一
番
街
商
店
街
内
）

参
加
費
　
１
０
０
円（
希
望
者

や
す
ら
ぎ
カ
フ
ェ

　
～
認
知
症
カ
フ
ェ
～

参
加
対
象
　
小
学
生
以
上

申
込
方
法
　
６
月
１
日
㈬
９
時

～
５
日
㈰
の
間
に
電
話
に
て

定
員
　
　
人（
先
着
順
）

２０

材
料
費
　
１
０
０
円（
当
日
受

付
に
て
徴
収
し
ま
す
）

持
ち
物
　
え
ん
ぴ
つ
、も
の
さ
し

問
い
合
わ
せ
　
歴
史
民
俗
資
料
館

（
☎
４
８
７
‐
３
８
０
８
）

日
時
　
６
月
　
日
㈰

１２

　
９
時
　
分
～

３０

場
所
　
歴
史
民
俗
資
料
館

「
竹
の
工
作
」教
室

軽
ト
ラ
市

▲祝い魚を
入れる籠

広報かいなん ● 2016‐621

お
知
ら
せ

有
料
広
告

　
社
会
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、

都
市
計
画
道
路
網
を
見
直
し
、

一
部
路
線
を
廃
止
し
ま
し
た
。

　
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
都
市
整
備
課

　（
☎
４
８
３
‐
８
４
８
０
）

　
本
市
と
物
品
お
よ
び
役
務
提

供
の
取
引
を
希
望
す
る
場
合
、

受
注
資
格
者
登
録
が
必
要
で
す
。

　
平
成
　
、　

年
度
に
登
録
を

２８

２９

希
望
さ
れ
る
人
は
、
次
の
①
～

③
に
留
意
の
上
、
期
限
ま
で
に

申
請
書
お
よ
び
必
要
書
類
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
現
在
、
物
品
・
役
務

提
供
受
注
資
格
者
登
録
さ
れ
て

い
る
人
は
、
今
回
申
請
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
受
注
資
格
の
有
効
期
間

平
成
　
年
　
月
1
日
～
平
成

２８

10

　
年
3
月
　
日

３０

31

②
申
請
書
の
交
付
期
間

6
月
　
日
㈭
ま
で

30

③
提
出
期
間

6
月
　
日
㈮
～
　
日
㈭

１０

30

※
申
請
書
は
管
財
情
報
課
窓
口

の
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に
よ

る
方
法
で
交
付
し
ま
す
。

※
書
類
の
交
付
・
提
出
等
に
つ

い
て
は
、
土
・
日
を
除
く
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

管
財
情
報
課

（
☎
4
８
３
‐
８
４
１
２
）

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

制
度
の
施
行
状
況

情
報
公
開
制
度
の
施
行
状
況

　
平
成
　
年
度
中
、
市
長
に
対

２７

す
る
公
開
請
求
は
９
件
あ
り
、

そ
の
う
ち
全
部
公
開
が
８
件
、

部
分
公
開
が
３
件
、
非
保
有
が

１
件
と
な
り
ま
し
た
。

　
議
会
に
対
す
る
公
開
請
求
は

１
件
あ
り
、
部
分
公
開
が
１
件

と
な
り
ま
し
た
。

個
人
情
報
保
護
制
度
の
施
行
状
況

　
平
成
　
年
度
中
、
市
長
に
対

２７

す
る
開
示
請
求
は
５
件
あ
り
、

全
部
開
示
が
１
件
、
部
分
開
示

が
４
件
と
な
り
ま
し
た
。

　
消
防
長
に
対
す
る
開
示
請
求

は
３
件
あ
り
、
全
部
開
示
が
２

件
、
部
分
開
示
が
１
件
と
な
り

ま
し
た
。

※
１
件
の
請
求
で
複
数
の
処
理

を
行
っ
た
も
の
が
あ
る
た
め
、

請
求
件
数
と
処
理
状
況
の
件

数
が
一
致
し
な
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課

（
☎
4
8
3
‐
8
5
9
0
）

製
造
事
業
者
の
生
産
拠
点
を

市
内
に
移
す
事
業
を
支
援

　
市
で
は
、
４

月
か
ら
市
内
の

製
造
事
業
者
で
、

市
外
に
あ
っ
た

生
産
拠
点
を
市
内
に
移
す
経
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
補
助

金
を
受
け
る
に
は
、
事
前
に
計

画
書
等
の
提
出
が
必
要
で
す
。

対
象
者
　
製
造
事
業
者
で
、
左

記
の
要
件
を
満
た
す
事
業
者

▼
本
店
が
市
内
に
所
在
す
る
こ
と

▼
市
内
で
３
年
以
上
継
続
し
て

事
業
を
営
み
、
個
人
に
あ
っ

て
は
市
内
に
３
年
以
上
住
所

を
有
す
る
こ
と

▼
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

補
助
対
象
経
費
　
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
も
の

▼
生
産
拠
点
移
転
の
た
め
の
用

地
取
得
に
要
す
る
経
費

▼
生
産
拠
点
移
転
に
伴
い
、
工
場

等
建
物
の
新
設
ま
た
は
償
却
資

産
の
取
得
に
要
す
る
経
費

補
助
率
　
補
助
対
象
経
費
の
１

０
０
分
の
　
以
内

１０

　（
上
限
１
，
０
０
０
万
円
）

受
付
期
間
　
７
月
　
日
㈮
ま
で

２９

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　
産
業
振
興
課

　（
☎
４
８
３
‐
８
４
６
０
）

　
市
で
は
、
子
育
て
支
援
の
充

実
を
図
る
た
め
、
本
年
４
月
１

日
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
の
子

ど
も
の
医
療
費
が
す
べ
て
助
成

対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　
受
給
資
格
証
を
お
持
ち
で
な

い
人
は
、
速
や
か
に
申
請
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
生
活
保
護
法
そ
の

他
の
法
令
に
よ
り
医
療
費
の
全

額
を
公
費
で
負
担
さ
れ
て
い
る

人
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
保
険
年
金
課
医
療
係

　（
☎
４
８
３
‐
８
４
３
６
）

都
市
計
画
道
路
の
一
部
廃
止

物
品
・
役
務
提
供
受
注
資
格
者

追
加
登
録
申
請

子
ど
も
医
療
費
の
申
請
手
続

き
を
お
忘
れ
な
く
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お
知
ら
せ

有
料
広
告

在
防
止
の
た
め
の
活
動
強
化
月

間
で
す
。

　
警
察
で
は
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
、
不
法
滞
在
者
の
摘

発
の
他
、
不
法
滞
在
者
を
雇
用

す
る
悪
質
な
事
業
主
等
の
取
締

り
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　「
不
法
就
労
・
不
法
滞
在
し
て

い
る
の
で
は
？
」
と
思
っ
た
ら
、

最
寄
り
の
警
察
署
、
交
番
等
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
海
南
警
察
署

（
☎
４
８
２
‐
０
１
１
０
）

　
６
月
は
不
法
就
労
・
不
法
滞

海
南
警
察
署
か
ら

安
全
週
間
標
語

「
危
険
物
　
決
め
ろ
無
事
故
の

　
ス
ト
ラ
イ
ク
」

　
６
月
５
日
㈰
～
　
日
㈯
は
、

１１

危
険
物
安
全
週
間

全
国
一
斉
に
「
危
険

物
安
全
週
間
」
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　
期
間
中
、
消
防
本
部
で
は
、

危
険
物
火
災
に
対
す
る
意
識
の

高
揚
お
よ
び
啓
発
を
図
り
ま
す
。

▼
立
看
板
の
掲
出

▼
広
報
Ｐ
Ｒ
の
実
施

▼
危
険
物
関
係
事
業
所
へ
の
立

入
検
査
お
よ
び
事
故
防
止
の

指
導

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
予
防
課

　（
☎
４
８
２
‐
０
１
１
９
）

～
保
険
税
（
料
）の
軽
減
判
定
に

も
必
要
で
す
～

　
平
成
　
年
度
の
国
民
健
康
保

２８

険
税
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
は
、
平
成
　
年
中
の
所

２７

得
に
基
づ
き
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
税
の
申
告
を
し
て
い
な
い
人

な
ど
、
所
得
が
明
ら
か
で
な
い

人
に
は
、
所
得
（
簡
易
）
申
告
書

を
送
付
し
ま
す
。

　
申
告
書
は
、
保
険
税
（
料
）
の

軽
減
判
定
や
、
決
定
を
す
る
た

め
の
重
要
な
書
類
な
の
で
、
所

得
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
必
ず

返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
保
険
年
金
課
国
保
年
金
係
　

　（
☎
４
８
３
‐
８
４
５
１
）　

　
保
険
年
金
課
医
療
係
　

　（
☎
４
８
３
‐
８
４
３
６
）

所
得（
簡
易
）申
告
書
の
返
送
を

中
小
企
業
不
況
対
策
振
興
融

資
資
金
利
子
補
給
金
を
交
付

対
象
と
な
る
利
子
・
補
給
額

　
対
象
の
融
資
を
受
け
、
利
子

の
支
払
い
を
開
始
し
た
月
か
ら

　
カ
月
分（
対
象
期
間
）の
利
子

１２の
う
ち
、
平
成
　
年
４
月
１
日

２７

～
平
成
　
年
３
月
　
日
の
期
間

２８

３１

に
支
払
っ
た
利
子
の
　
％
以
内

５０

で
、
上
限
　
万
円
。
予
算
の
範

２０

囲
内
で
交
付
。

受
付
期
間
　
７
月
　
日
㈮
ま
で

２９

問
い
合
わ
せ
　
産
業
振
興
課

　（
☎
４
８
３
‐
８
４
６
０
）

開放日
（祝日を除く）保育所名

第２・４火曜日こじか保育所
第２・４土曜日室山保育所
第１・３土曜日日方保育所
第２・４土曜日内海保育所
第１・３土曜日きらら子ども園

公
立
保
育
所
・
き
ら
ら
子
ど

も
園
の
園
庭
を
開
放

　
未
就
園
の
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者
の
皆
さ
ん
が
、
自
由
に
遊

べ
る
よ
う
、
次
の
と
お
り
園
庭

を
開
放
し
て
い
ま
す
。

※
園
庭
利
用
の
際
は
、「
利
用

者
名
簿
」
に
記
名
し
て
く
だ

さ
い
。

※
利
用
時
間
は
９
時
～
　
時
　

１０

３０

　
分
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
推
進
課

　（
☎
４
８
３
‐
８
5
8
2
）

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

さ
れ
た
人
に
送
付
し
て
い
る
「
介

護
給
付
費
の
お
知
ら
せ
」
の
様
式

が
今
年
度
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
封
書
で
し
た
が

今
後
は
圧
着
ハ
ガ
キ
に
な
り
、

宛
名
の
氏
名
は
シ
ス
テ
ム
の
関

係
上
、
す
べ
て
カ
タ
カ
ナ
表
記

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
介
護

報
酬
の
審
査
機
関
で
あ
る
和
歌

山
県
国
保
連
合
会
が
作
成
す
る

こ
と
に
な
っ
た
た
め
で
す
。

　
な
お
、「
介
護
給
付
費
の
お

知
ら
せ
」
に
よ
っ
て
、
支
払
い

を
行
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
　

　
高
齢
介
護
課
介
護
保
険
係
　

　
（
☎
４
８
３
‐
８
７
６
１
）

介
護
給
付
費
の
お
知
ら
せ
の

様
式
が
変
わ
り
ま
す

広報かいなん ● 2016‐623

日…日程　時…時間　場…場所　相…相談者　☎…電話番号

※相談はすべて無料です。

相談　６月
consult information

心配ごと相談
日 毎週金曜日　時 １０時～１６時

場 海南保健福祉センター１階

　 相談室１

☎ ４８３‐６７７７

日 １０日㈮・２７日㈪   時 １３時～１６時

場 下津保健福祉センター２階

　 ボランティア活動室

☎ ４９３‐２７１１

※詳細は、広報紙「かいなんし社

協」をご覧ください。

消費生活相談（電話相談可）
日 ９日㈭　　時 １３時～１６時

場 海南保健福祉センター１階

　 相談室１　　

☎ ４８３‐８４５５

子育て何でも相談（予約制）
日 １０日㈮　　時１０時～１５時

場 子育て推進課　

相 和歌山児童家庭支援センター

 きずな

☎ ４８３‐８４３０

海南医療センター医療相談
日 月～金（祝日除く）

時  ８時３０分～１７時

場 地域連携室　　☎ ４８３‐８７８５

法律（弁護士）相談（予約制）

日 １４日㈫　　時 １３時～１５時３０分

場 住民センター　　☎４８７‐１８３９

日 ２８日㈫　　時 １３時～１６時

場 海南保健福祉センター

　 １階　相談室１

☎ ４８３‐８４５４

※申込は相談日の１週間前から

（休日除く、９時～１７時）

先着１０人

教育相談
日 月～金（祝日除く）

時 ８時３０分～１７時

場 市民会館　　☎ ４８２‐２５０７

日 月～金（祝日除く）

時 ８時３０分～１７時１５分

場 教育委員会　　☎ ４９２‐３３４８

市民相談・家庭児童相談
日 月～金（祝日除く）

時 ９時～１６時３０分

場 市役所１階　市民相談室・家庭

 児童相談室・母子相談室

☎ ４８３‐８４５４

障害者相談（予約制）

身体・知的

日 ８日㈬　　時 ９時３０分～１２時

場 海南保健福祉センター

日 ８日㈬　　時 １３時３０分～１６時

場 下津保健福祉センター

相 療育センターＡＯＩ

☎ ４８３‐０４５４

相 障害児者相談支援事業所らん

☎ ４９４‐３５３９

精神

日 ２２日㈬　　時 ９時３０分～１２時

場 海南保健福祉センター

日 ２２日㈬　　時 １３時３０分～１６時

場 下津保健福祉センター

相 野上厚生病院　　

☎ ４８９‐２９０８

相 障害児者相談支援事業所らん

☎ ４９４‐３５３９

健康相談
日 ２１日㈫　　時 １４時～１５時

場 住民センター　　

※血圧測定や検尿も無料。

健康手帳持参（お持ちの人）。

☎ ４８３‐８４４１

行政相談（国）
日 １０日㈮・２４日㈮

時 １０時～１６時

場 海南保健福祉センター

日 １０日㈮

時 １３時３０分～１６時

場 下津保健福祉センター

☎ ４８３‐８４５５

海南保健所各種相談
健康相談・エイズ検査・肝炎ウイ

ルス検査（以上、予約制）

日 １３日㈪・２７日㈪

時 ９時３０分～１０時３０分(受付)

検便 日 １３日㈪・２７日㈪

時 ９時３０分～１０時３０分(受付)

骨髄バンク登録検査（予約制）

日 １３日㈪・２７日㈪

時 １０時３０分～１１時３０分

こころの健康相談（要予約）

日 ８日㈬・２２日㈬　時 １３時３０分～

エイズ即日検査（予約制）

日 ２７日㈪　　時 １７時～１９時

医療安全相談 日 月～金（祝日除く）

☎ ４８２‐０６００

■市県民税 第１期　税務課収納係（☎４８３‐８４１８）

※納付には、便利・確実・安心な口座振替をお勧めします。

納期限のお知らせ

６月３０日㈭
納期限までの納付を

生活支援相談
日 月～金（祝日除く）

時 ８時３０分～１７時１５分

場 生活支援相談窓口

（社会福祉課）

☎ ４８３‐８４３２

国保・年金相談（予約制）
日 ２１日㈫　　時 １４時～１５時３０分

場 住民センター　 ☎ ４８７‐１８３９

※予約の受付は当日１１時まで
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▼

（平成２８年４月末日現在）
人　口／５３,０２４人（男２４，８７２人　女２８，１５２人）

世帯数／２２,４９８世帯

　出生１９人　　転入１７９人　　死亡５４人　　転出１７５人（平成２８年４月１日～３０日）


